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1，はじめに
　こ の よ うな研究会が 日本の 物理学会関係 で開催されるのは極め て珍 しく、以前 に 核 融合施 設の建設

に 関 して 開催 され た例 が あるだ けではな い で しょ うか 。 米国 ・物理学会は 、［0年以上前か ら電磁波問

題 に 対応 して い ました が 、私の 見る と こ ろ で は極め て 政治 的な行動を して い た よ うに 思 い ます 。 そ れ

に 対 して 、 日本の 物理 学者の多 くは電磁 波問題 に 関心 を示す事が少なか っ たの で は な い で し ょ うか 。

　電離放射線 と異な り、エ ネ ル ギ
ー

の 極 め て 低 い 電波領域の 電磁波が 「人体 に 悪影響 を与え るは ずが

な い で は な い か」 と長い 間考え られ て きた の は事実で す が 、こ の 様なテ
ー

マ こ そ 、本 来物理 学 の 研究

対照であ るべ き ではな い で し ょ うか 。 こ の 研 究会を契機と して 、 こ の 問題が 明 らか に な る事を期待 し 、

「電磁波」 をめ ぐる 「問題点」 と 、 い ま環境問題で 話題 に な っ て い る 「予防原則」の 話 しを研究会で

報告する こ とに しま した 。 講演会な どで
一

般の 方 々 に 説 明 して い る内容を 中心 に お話 しい た します 。

2，電磁波問題の歴史的経過
【a 】電磁波の 種類

　　電磁波 とは 「電場 と磁 場 と が 相関 して い る電気 の 波 の こ とで 、波と粒 子の 性質を持 つ
、
太 陽光線

の 仲 間 の 総称」 で あ り、大 き く分類 して 「電離放射線」 と 「非 電離放射線 」 に 分類 されます 。 紫外

線よ りもエ ネルギ
ー

の 高い 電磁波は 、 「電離放射線」で あ り、日本の 「原子力基本法」 「放射線 障

害防止 法j によ っ て 「放射線」と定義 され 、 「非 電離 放射線」 は 、 日本の 「電波法 」 に よ っ て 3eOO

GHz以 下を 「電波」 と定義 されて い ます 。 日本で は こ の 「電波」 を 「電磁波」 と 呼 ぶ こ とが
一

般的

　です 。 「電波」に も 「高周波」 と 「低周波」 があ ります が 、それらの 性質は周波数 に よ っ て大きな

　相違 を示 します し、境 目の 周波数値 も明 らか で は あ りませ ん が 、私は 30K日z で分け て い ます 。

　　家電製品 （電磁調理 器 、テ レ ビ受像器 、多 くの 家電製 品 、電力線な ど）は 低周波で 、電力線 （送

　電線 ・
配 電線の こ と）は 50／60Hzが 中心 ですが 、 家電製品で は高調波 （50f60Hzの 整数倍）が 混 在 し

　ます 。 高周波 の利用では 、 高周波に 低周波が混 ぜ られ た変調電磁波が 多 く、FM （周波数 ・変調方式 ） 、

　AM （振幅 ・変調方式 ）や 、携帯電話 で は時間 ・変調 、パ ル ス
・変調な どが行 われ 、高周 波と低周波

　の 両方 の 悪影響が予想されます 。 デ ジタル （パ ル ス ）波は ピー
ク電磁波が強い が 、 平均値で は弱 く、

　また400MHz以上の マ イク ロ 波では 「ホ ッ ト
・ス ポ ッ ト効果」 （レ ン ズ効果で 電磁 波が集 中して 組織

　に熱を与え るよ うな効果）が 問題に な ります 。

【b 】電磁波を巡る論争

《ニ
ュ
ー

ヨ ーク州送 電線 プ ロ ジ ェ ク ト》

　　「カ ナ ダか ら電力 を輸入 す る計画」 に 対 して 反 対運動が 起 きま した （70年代 末） 。電磁波影響に

詳 しい ベ ッ カ ー博士 が周辺 住 民 で あ っ た こ とか ら、危険性を指摘する訴訟が起 こ り 、ワ ル トハ イ マ

ー
論文 （配 電線 と小児ガ ン ：米 1979）や ペ リ

ー
論文 （送 電線 と 自殺 ：英 1979） の 発表 もあっ て 、安

全確認研 究が行われる こ と に な りま した 。 それ が 「ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク州送 電線プ ロ ジ ェ ク ト研究 」 で 、

電力会社 が主 に 出資 して行 わ れた の で すが 、サ ビ ッ ．ツ報告 く米 87） で 小児白血病の 増加 を指摘 す る

結果 とな り、更に カ ロ リ ン ス カ報告 〈ス ウ ェ
ーデ ン 92＞で 世界的な問題 に な っ た の です ．

《産
・
軍 ・学と電磁 波論争》

　 モ ス ク ワ ・シ グナ ル事 件 （モ ス ク ワ の 米国大使館が 59年よ り電磁 波照射 を受 け て い た 事件で 、 76

年に発覚）で 、大使や職員に健康被害の 疑 い が持 た れ た 。 米 国 の規制値以下の 電磁 波照射 だ っ たが 、

米 ・ソ の 規制値に 1000倍 もの 相違 が 明 か とな っ た 。 現在で も差が大 きい （約 工0 倍 ） 。
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　 米軍 の 巨大 レ
ー

ダ基地建設計画 （サ ン グイ ン 計画 ：海中の 原潜と通信可能 となる 巨大ア ン テナ建

設計画 、ペ ー
ブ ・ポ ウ計 画 ： 海 中か ら発射 される ミサ イル を早期に発見するための 計画 。

い ずれも
高周波 と低周波 とを変調 して利用する巨大技術 ）など に対 して も危険性の 議論が高 ま り、学者聞 の

論争 が報道 され る 。 ブ ロ
ーダー記者 （ニ ュ

ー
ヨ
ー

カ誌） が著作 「米国 の 殺戮」 で 、高周 波の 悪影響

を隠 ぺ い す る産 ・軍 ・官 ・掌 を告 発 し、ベ ス トセ ラ ー
に な る （米77 ：邦訳な し） 。

　　「学会主流派 ＋ 産 ・軍 ・政府の 熱効果派」対 「非熱効果 派 ÷ ソ連派 ？」の 論争とい う形に 矮小化

され 、 赤狩 的な論 争 とな る 。 熱作 用 しか及ぼ さな い と考え るの が 「熱効果派」 で 、 生瓊的効 果やガ

ン な ど と の 関係 を考え るの が 「非熱効 果派」 で す 。 ソ 連は非熱効果 も考慮 して 厳 しい 基準 に 設定 し

て い たが 、 「電波応用技術 に 弱 い ソ 連の キ ャ ン ペ ー
ン だ」 と米国は無視 した の で す 。

《電磁 波障害の増加》

　 白内障の 恐れ （タ ン パ ク質が熱で 白濁す る） が指摘 され 、第 二 次世界大 戦 中に
「 レーダ操作 は連

続 4 時間以内」と勧告されて い た 。
レーダ殺人事件 （レーダの 前を横切 っ た軍人が死亡 ： 体内が煮

え き っ て い た ） が 電子 レ ン ジ の 開発 ・普及 の 契機 に な り、米軍 の 巨大 レーダ建設 に 住 民 の 反 対 が 起

きま したが電磁 波問題 は あま り知 られ て は い ません で した 。 レ
ー

ダ殺人事件 、テ レ ビや電 話 に ノイ

ズ 、 オ ー
トマ 車 の 暴 走 、国電 の ドア が走行 中に 全 開、ロ ボ ッ ト殺人事件 、ペ ー

ス メ
ー

カ へ の影響 、
病院機器の 誤動作などが 、 96年頃に な っ て ようやく日本で も話題に なりま した 。 携帯電話使用中の

交通事故増加 も明か とな り、マ レーシ ア
・オー

ス トラ リァ
・

日本 （99．11）で も法律で 禁止とな り、
機 内 で の 機器 の 使用 禁止 も広が る （独 、英国 、台湾で は法律 で禁止 ： 厳 罰 、台湾で は 無期刑 も） 。

【c 】電力線 ・家電製品と電磁波

《電力線の 問題点》

　 今 ま で は 「感 電 、コ ロ ナ放電 、雑音 （TV や 電話へ の ） 、鉄塔倒壊 、景観」を 問題 に して い た 。

悪影響が指摘され る と共 に 、欧米 で は 、民家近 くの 建設は 出来な くな っ た 。 米国最大の 電力公社テ

ネ シ
ー

渓谷電力 （TVA ＞は 「高圧送 電線は学校 ・病院か ら1200フ ィ
ー ト （約4eOm）以上 離す」こ

とを決定 （93） 。 カ リ フ ォ ル ニ ア 州ア
ーバ イ ン市などは 4mG規制を実施する （91） 。 ス ウ ヱ

ーデ ン

は カ ロ リ ン ス カ報告 （92）を受け て 、 電力線 に 関 し約2〜3mG 以上を 目安に幼稚園 の 閉鎖や送 電線

の 移転 、地下化 を実施 し （93）始め る （移 転す る／ しな い場合 の コ ス ト評価を行 う） 。

《家電製品の 問題点》

　 欧米で は 、80年代か らVDT （ビデオ ・デ ィ スプ レイ端末）の 危険性が問題 とな る 。 ス ウ ェ
ーデ

ン で は 、 「MPR − ［」 と呼ば れる 「VDT 規制 （90）」が開始 され 、91年 か らは 労働団体 に よ る

更 に 厳 しい 「TCO 規 制」 が行 われ た 。 家 電製 品の 中で は 、電気毛布の よ うな被曝量が多 く長時 間

使用す る もの がまず問題 に な っ た 。 磁場 を低減化 した電気毛布 などが ゾ クゾク と登場す る 。 米鬮 ・

環境庁EPAが 電気毛布を含む電磁 波強度に 関す る パ ン フ レ ッ トを作成 （92．12） し配布 したが 、低減

化 した 電気毛布 で は強度 が 約 正0分 の 1以 下とな る こ
1
とを紹介 して い る 。 TV の 人気番組 「大統領 と

語 る」 （93．　3） に ク リ ン トン新大統領が登場 し、 「ス ウ ェ
ーデ ン は危険性を認め た が 、米国は い ま

研 究中な の で しば らく待 っ て欲 しい 」 と質問 した 白血病の 少年 に 回答 した 。 RAP 【D 計画 の 開始 。
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3，生物と電磁波
【a 】生物 と電磁波の 関係

　 地球 の 静磁場 （地磁気）と関係する生物 （例 ： 走磁性バ クテ リア ） の 発 見 （米 ：75） が あ り、そ

の 後 ハ ト、ミツ バ チ 、 サ ケ 、人間 の 脳 （米 92） に も発見 され た 。 位置 の 制御や ホ ル モ ン な どの免疫

制御機 能 との 関係 も指摘 され て い るが 、電磁 波との 関係 もあ りそ うだ 。脳細胞か らの カ ル シ ウム ・

イオ ン 漏洩現象 の 発見 （米 75） も話題 に な る 。 16Hzで顕著 （窓効果 の 一例 ）だ っ た 。 弱 い 変調 ・高

周 波や 低周波で も起 きる し、地 球磁 場 とも相関が ある ら しい と して 「サ イ ク ロ トo ン 共鳴」や 「イ

オ ン ・パ ラ メー
タ共鳴」 モ デ ル な どが登場 す る 。 人 間 の 脳 ・神経 な どか らも電磁 波が放 出さ れて い

　た 、脳波 ・心電 図
・肺磁 図な どに 利用 され て い る 。 地 球磁場反転 と生物 の 大絶 滅 と の 関係 はあるか ？

　電磁波は生物進化に 関係 して L＞Jるの ではな い か ？な どが指摘 され て い る 。

【b 】生体 へ の 影響

《脳 と電磁 波》

　 脳波 （δ 、θ 、α 、 β 、γ波 ） と、シ ュ
ー

マ ン 共振電 磁 波 （地球 の サ イ ズと波長 が 同 じで共鳴 し

て存在す る低周波電磁波 で 7，8、14．1、20．　3、25．4、32．5Hzに ピ
ー

ク） とが類似する 。 睡眠 ・概 日

リズム や人の 反応時間 ・乳児突然死 （SIDS）との 相関を指摘す る論 文 もある 。 脳内に 分布 す る マ グ

ネ タイ ト、松果体 の メ ラ トニ ン 、 血液脳関門な どの 脳 ・関連 メ カ ニ ズ ム が研 究 さ れ て い る 。

《カ ル シ ウ ム と生 体内メ カ ニ ズ ム 》

　 カル シ ウ ム ・イ オ ン は神経や卵 子
・精子 に 極め て 重要なイオ ン ：骨は カ ル シ ウ ム の貯蔵庫 （体内

カ ル シ ウ ム 濃度を常 に
一

定 に 保 持す る 為 に あ る （骨 そ し ょ う症 と の 関係 ） 。 ガ ン
・成人病 ・ア ル ッ

ハ イ マ
ー病 ・ス トレ ス とカ ル シ ウ ム 、神経信号 伝達 ・生殖機能に も関連 す る ？精子 減少 ・女子 出産

との関係 は ？ ヒ ョ コ の 刷込 み能 力低下 （グ リゴ リフ 97）な どの 学 習能 力研 究 もあ る 。

《メラ トニ ン と電磁波》

　 松 果体 （脳 の 奥に ある）の ホル モ ン （メ ラ トニ ン ）や セ ロ トニ ン 、ド
ーパ ミ ン な どが 電磁波 に 敏

感 。 ドーパ ミ ン ： ノ イ ロ
ーゼ に 関連 ？ 、セ ロ トニ ン （メラ トニ ン の 前駆体） ： 頭痛 ・自殺 に 関係 ？

特に メ ラ トニ ン が問題 ： 「奇跡の ホル モ ン」 として米国で ブーム 〈95年〜） ； ガ ン抑制 ・若返 り効

果 ・エ イズ抑制 ・酸化 抑制 ・ス トレ ス 解消 ・睡眠薬 ・時差 ボケ効果 。 電磁 波 の 被曝 で メ ラ トニ ン が

減少 （了3） ：0．エμW／cm 　
2
の 低 い レベ ル で ラ ッ トの メ ラ トニ ン を抑制 （83）、 1mGで影響 （日93）な

ど 。 メラ トニ ン 低下 に よ る ガ ン 抑制効果 の 阻害 （国立環境研 IOI ．10．28朝日新聞） 。 影 響 な しの論

文 もある 。
サ ーカ デ ィ ア ン ・コ ン トロ

ール （生物の 体内時計）や エ ス トロ ゲ ン （乳 ガ ン増加の 原因

に も ：乳ガ ン と関連か ？。深夜勤務 （メラ トニ ンが減少） と乳ガ ン の 増加 （Ol、1］．11朝 日新聞） 。

アル ツ ハ イ マ
ー病の 治療に メラ トニ ン が有効 （朝 日新聞 03．7．19） 。 不登校児 の 治療 に メ ラ トニ ン

が有効 （熊本 大医 Q2） な の は 、 睡眠 リズ ム が重要だか らか ？SIDSと も関連 が あ りそ う 。

《脳血 液閲門 （BBB ） 効果な ど》

　　マ イ ル ド （96） フ ライ （97）サ ル フ ォ
ー

ド （03）論 文など で 、脳を 守る 白BB が 電磁 波被曝 で崩

れ るとの 報告 1 デ ジタル の 危 険性が高 い 。 郵政省 （当時 ）が 「BBB 影響な し」 と発表 し た （98．9）

が照射期間が短すぎるな ど の 問題 点多い 。 動物実験 で 奇形率の 増加 、脳重量の 低下 、染色体 の 異常

増加 、イ ン シ ュ リン 低下などの 報告 もあ る 。

〔c 〕地球環境 と電磁波 問題

　 地球 に は 、 「電磁波 （電波 ）の窓」 と 「太陽光の 窓」 とがある 。 高周波は こ の 窓 効果 で 地球外 へ

逃げ て い たの だが 、最近 に な っ て 、 身近 で使用 し異常被曝状態に な っ て い るのが問題 で ある。シ ュ

ーマ ン共 振 に ピー
クの な い 50／ 60Hz電磁 波 の 被曝も急増 して い る 。 自然界に 全 く存在 しないデジタ

ル （パ ル ス ）波に 関す る 不安が あ り 、 そ れ らが 「地球 レベ ルで の 電磁波問題」 の本質で もある D 電
磁波問題で は 、特に 「小 児ガ ン 」 「生殖 」　「脳」 へ の 長期に わた る悪影 響が 心 配 さ れ て い る 。

☆放射能 か ら出るガ ン マ 線 ・
電磁 波 1 核兵器 問題 （核 の 冬） 、原発問題 な どと関連 。

☆ x 線 ・電磁波 ： 医療問題 （マ ラ
ー

の 突然変異説 1927 ：x 線照射 で 人工 的突然変異を発生させ た） 。

☆紫外線 ・電磁 波 の オ ゾ ン ・ホール 問題 ： 地上 に届かなか っ た紫外線が地 表に届き始め た 現象 。

☆赤外線 ・
電磁波 の 温暖化 問題 ； 炭酸ガ ス な どの 増加で 赤外線が宇宙へ 放射 されな くな っ た現象 。

☆高周 波 電磁波 二 TV 電波 ・ラ ジオ 電波 ・携帯電話電波などが天 然 の 数 十倍に な っ て い る問題 。

☆ 低周波電磁波 ： シ ュ
ー

マ ン共振 よ り高い周波数（50／60Hzなど）電磁波が身 の 回 りに 充満 して い る 。

☆地磁気 1 地球の 静磁場 の 強度 も低 下 して い て 、 こ の 傾向が続 くと約2000年後に はゼ ロ とな る 。
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4，疫学研究を中心として
【a 〕疫学 とは何か

〈疫 学 の 父 ・ス ノ
ー

博士 》

　　ロ ン ドン で コ レ ラが大流 行 （ブ ロ
ー

ド・ス トリー ト事件 1854） し、セ ン ト・ジ ュ
ーム ス教 区 （入

　口 3 万 6千人）に患者が集 中 した 。 死亡者 の分布を調べ
、 教区の 中央 に ある共同井戸 を 「多数の 反

対」を押 し切 っ て 閉鎖 したの が ス ノ ー博士 だ っ た 。
コ レ ラが激減 した の だが 、コ ッ ホ （独）の コ レ

　ラ菌発見 は 、そ の 約30年後の 1888年で 、疫学の 有 効性 の 証 明で もあ っ た 。 博士 の 勇気 が 今見直 され

　て い る （原 因や メカニ ズ ム の 追 求 よ りも、病気を止め る方が先 で あ る ： 予 防原 則的対策の 重要性〉 。

《疫 学 の 重要性》

　　実社会に住む人間 の 集 団を 対象 と し、そ こ に発生する健康に 関す る色々 な問題 を調査 して 、原因
を追求する学問 の こ と 。 近 代化 、科学技術の 進展 と共に 、 様 々 な要因が 入 り込ん で 、何 が原因 なの

　か良 く分か らな いこ とが増 え て きて い る現在こ そ大変重要な研究分野で ある 。 厂タバ コ と肺ガ ン 」

　 「放射線 と白血病」 「DDT と乳 ガ ン」 「ア ス ベ ス トと肺ガ ン 」 な ど で 疫 学 の 果た した 役割は 大き
い

。
マ ク ロ な研 究だが 、 科学公害などの その生物作 用が明か で は な い 場合 に 特 に 重要であ る 。 先進

国 の 中で 疫学を も っ と も軽 視 して い る

’
国 の 一

っ が 日本では なかろ うか 。 金 儲けに縁の 遠い 分野だか

　らで は ？ しか し、疫学 と い え ど も 「後 追 い 」研究で ある こ とを忘 れ ては い けな い 。 電磁 波の 入体影
響の研究は疫学研究が先行 して い る 。 細胞 レベ ル や動物 レ ベ ル な どの 研究 も多 く、最近 ほ ど 「影響

あ り」が増加傾向 だが 、 「影響な し」論文 も多い
。 100％ の 危険証明が され て い な い こ とを 「安全

証明」 と考えるべ きではな い 。 疫学研究 （特に小児 白血病 ）の 多 くが危険性を示す 。

〔b 〕小児ガ ン に関する疫学研 究な ど

《電力線 ・家 電製品 と小児ガ ン 》

　 ワ ル トハ イ マ ー
論文以 降 、電力線に 関 して は 多数 （62件 ）の 小児ガ ン に 関す る疫学研 究 が あ り、

米国 ・国立環境健 康研究所 （NiEHS ） の RAPID 計画
・WG 報告書 （98）の 結論は 「可能性

あ り ：2B」 で あ っ た 。 また 「小児白血病の 証拠が ある と思 うか」 との 委員 採決 に 対 して 、20 対 6
で 「証拠 あ り」とな っ た 。 6票 も 「まだ証 拠あ りとい える ほ どの研究は ない 」 で 、 「証拠 な し」委

員はゼ ロ だ っ た 。 「家電製品 と小児 白血病 1 の 関係を調べ た 、RAPID 計画 の 疫学研究も米国立

ガ ン 研究所 か ら発表 され て お り （98） 、統計的 に 有 意 な 家電製 品 が 多か っ た 。 ま た 、英国放射線 防

護局 （NRPB）報告 （Ol．3） 、 オ ラ ン ダ保健審議会報告 （OL5 ） 、世界保健 機関 WHO の フ ァ ク ト・

シ ー
ト （OL10）と報 告が相次ぎ 、い ず れ も 4mG以上の 被曝で 小児白血病 に 2倍の 増加を認める 、 日

本の 疫学研 究 もそ れを支持 した （本研究会報告 およびサ ン デ
ー
毎 日 20G3．7，20号が詳 しい ） 。

《親 の 被曝と子供 へ の 影響な ど》

　 ミ シ ン な どの 仕事 に 従事 して い る母親か ら生まれた子供 に 白血病 が多い とか 、電気工 の 父親 を持

っ た 子供に神経 系の 腫瘍 が異常 に 多発 して い る とか い っ た報告で あ る が 、確定 して い るわ けで はな

い
。 そ の 中で も多い の が 、 「親 の 電磁波被曝と出産児の 男女比」を調 べ た 疫学研究で ある 。 環境ホ

ル モ ン でも 問題 に な っ て い るが 、女子 出産や精子減の研究は 、 以 前か ら電磁波影響分野で 問題に な

っ て い た 。 ま た最近 、死 産死 の 男女比で 男児死 が 急増加 して い る こ とが 話題に な っ て い るが 、70年
代か ら増加 しG1年で実 に 2．23倍 に な っ て い る 。 西独 で は そ の 様な傾向は示 して お らず、日本特有な

現象 ら しい （「2003年版 子 ど も白書」） 。 農薬 ・添加剤 ・環境ホ ル モ ン説や電磁波説 も浮上 して い

るが 、 環境要因で ある こ とは まず間違い ない ようだ 。 こ の原 因追求 は急務 で はな いだろ うか ？

　 最 近 、話題 に な っ て い る研究 （02） に 「流産の 増加」 がある 。 カ ル フ ォ ル ニ ア州の 委託研究結果
だが 、最大磁場被曝が 工6mG 以 上で あ っ た場合に 、初期の 流産が 5．7倍に 増加す るとの 内容で ある 。

その 被曝も 「定期的」な被曝 で あ り、 广日常的」な常時被曝 で は な い
。 例 えば 、毎朝 に 定期的に被

曝す る様な場合に 相 当 し、電磁 波の 強い 電磁調理器使用 や電車通勤が 問題 になるの で はない か ？

槁 周 波 ・
電磁波被 曝 と小児 白血病 な ど》

　 空港 レーダ電磁 波に よる周辺住民の ガ ン 多発 （米 1984）、レーダ基地周辺 に は乳 児突然死 が多い

　（米 1989） と い っ た研究が以前か らあ っ た 。 テ レ ビ塔周辺の 調査 （オース トラ リア 1996）で 「12km
以遠 と 4km以内とを比較 ； 日本の 基準値の 約 500分の 1の 被曝 （8〜0．2μ W”cm う で 「小児白血病が
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約 2．了倍 に 増加 。 大人は 低 く脳腫瘍 に は相関み られず 」 。 OO年 の 再調査再 論文で は 3，3倍 に もな っ

て い るが 、 反論 もあ る 。 英国 でも 2つ の 報告 （97）があ り、影響 ア リと ナ シ
。 そ の 後そ れ に 対する

再評価論文で 「双方 とも影響あ り」 「電波パ ターン の 相違」 だろ うとか 、 「慎重なる回避」 を指摘

する 論文 （イ ス ラエ ル 97）もあ る 。
バ チ カ ン 放送塔 、カ リフ ォ ル ニ ア の放送塔 （ス トラ ・タ ワー） 、

ハ ワ イ放送塔周辺 に 小 児ガ ン多 しの報告 もあ り、被曝強度と の相関が 示されて い る報告 もある 。
《携帯電話な どの 高周 波 ・

電磁波》

　 睡眠 障害 （94）記憶 揖失 （97）や携帯 電話に よる頭痛 やほ て りの 増加 （3〜6倍 も、ス ウ ェ
ーデ ン

・ノ ル ウ ェ
ー98）研究がある 。 00，12か ら01，2 にかけて 「鍔帯電話使用者に 脳腫蕩増加は見 られな

い 」 と の 論文が 3件発表 され た が 、 「携帯使用期間が短 い 、調査人数が少な い 、業界の 支援論文で

あ る」な どの 問題 もある 。 当初 「影響あ り」 だ っ た 1つ の 論文が 「変更 された の では」 として 米 国

で話題 に な っ た ： 米国 ・携帯業界の協力で設置 された無線技術研究所 （IVTL） の カ
ー

ロ 所長が本の

中で指摘） 。 「使用 してい る側 に 脳腫瘍が多発」 との
一

連 の ハ
ー

デル論 文 （ス ウ ェ
ー

デ ン ）　 が話

題に な り、 聴神経に 異常 、 目の ガ ン が約 4倍に増加 との 論文 もある （独 DD 。 世界保健機 閧が携帯

電話 と 脳腫 瘍 の 疫学研 究を開始 し （98．9〜） H 本 も参加を発表 （OG．5） した 。 世界 14ケ 国の 脳腫瘍
患者7000人を調査 し 、 03年度中に終了予定 。 WHO の 最終報告書06年 に 発表の 予定 で あ る 。

5，その他の研究について
【a 】細胞 レベ ル の 研究

　 色 々 餐研 究 が あるが 、危険腔を完全 に 証明 した 研究は まだない 。 弱 い 電磁 波照射 な の に 、線虫 の

体内が 1ま る で焼けた よ うに な っ て い た 」 との ポ メ ラ イ論 文 （英00）が ある 。 染色体異常な との 研
究 も多 い 。 カ

ー
ロ 所長の 「染色体異 常」報告（米99）も話題 に な っ た 。最近 の 報告 で は 、電磁 波被曝

が細胞 の 生存を延ばす と い っ た研究 も現れている 。 メ カ ニ ズ ム は不 明だが 、電磁波 と細胞活性 （進
化 ）と の 関係を示す の で は ？と して 注 目を集めて い る 。 高周波と同 じく低周 波で もDNA の 小核化
現 象の 報 告 （02）もある。メ ラ トニ ン な どや免疫 系 ・抗酸化系 の 酵素研究 も多 い

。

【b 】動 物 に 関する研究

　 線虫 ・鶏卵 に 弱 い マ イク ロ 波 を照射 ： ふ化率の 低下 や奇形の 発生 （日本の研究） 、同 じふ化 率の

低下 （約50％ も）研 究が フ ラ ン ス で も発表 され て い る （01） 。 変調 GS騰 帯 電磁 波 （S八RO．05Wfkg）
で 鳥の 脳神経 の 活動が 3．5倍 も活性化 （ス イ ス 02） 。

マ イ クロ 波照射 マ ウス の 精 子が 減少 ・染色体
異 常も （米 84） 、弱い マ イク ロ 波でラ ッ トの 小脳 ・網膜が変質 （米88） ラ ッ トの 脳細 胞 に 突 然変異

　（米95）動物の 行動異常 ・精子影響 な どの 報告例 も多 い
。 オ

ー
ス トラ リア の 研究 ：携帯 電話電 磁 波

で特殊 マ ウ ス の 発ガ ン率が 2倍に 増加 （レパ ジ ョ リ97．5．Il 朝日 ・日経 ） 。
エ ィ デ ィ 報告．（米 97）

　：携帯電話被曝で ラ ッ トの 脳腫瘍の影響減少 （研究続行の 希望をモ トロ
ー

ラ社 が拒 否） 。 白井報告

　（97） ： 肝臓 ガ ン の 増加は見 られず （ NHK総合TVが 放映 ） 。 ラ ッ トの 細胞の DNA 鎖損傷の 増加

　（米96） 。 送 電線下で 乳牛の 厂ミル クが出な い」報告も （98） 。

【c 】人体に 関す る研究

　 職業被 曝 に 関する疫学研究は 100件 近 くあるが 悪 影響論 文が多い 。 送電線周辺 の ラ ドン 集 中が 、
肺ガ ン や 白血病の 増加の原因で はな い か との指摘 もあ る （英 98） 。 電磁 波過敏症 が発見 （米 ： レ イ
医師90）され 、心臓圧迫 ・ス トレ ス ・精神不安 ・頭痛 ・睡眠不 足な どの 症状を示 し、家の 中で は眠
れ な い 患考の 報 告 もあ る （ス ウ ェ

ーデ ン 95） 。 ス ウ ェ
ーデ ン の 調査 （OD で は 、約 1．5％ が 電磁波

過敏症 だ とか （日本で は 180万人に相当） 。 WHO 前事務局長の ブ ル トラ ン ド女史 （元 ノ ル ウ ヱ
ー

首相）が イ ン タ ビ ュ
ーで 「電磁波過敏症 だ」 と告白 した （02．．　3） 。 日本で も電磁 波過敏症 の 報道が

な され始め た 。 変調 GS鵬 帯 電磁波 （SAR：IWfkg）や 放送塔 ・携帯塔 の 睡 眠障害 の 増加 論文 もあ り、
携帯電話 ・電磁 波を直接使用 した研究 も増 え始め て い る ： DNA 損傷 や DNA 小 核化 現象や ア ト ピ
ー

性湿降患者の 蕁麻疹や血漿 レベルが悪化するとの 疫 学研 究 もあ る （木俣論文 ：02、03） 。
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6，電磁波問題の現状と今後
〔a 〕欧米 、日本に お ける電磁 波問題の 現状

　 2001年末に は世界で約10億 台 （GSII型が 72％） 、 02年中に 有線電話台数 （10億4500万台）を越える 。

　IP接続 も急 増 し、イ ン タ
ー

ネ ッ ト入口 は約4億 人 。 日本 は 、2003年 8月末 で携帯 電話 （含PHS） 8359
万 台で普及 率65．　6％ ； IP接続 も6577万台 。 中国が 1億 2080万台 で 米国を抜 く （Ol．8） 。1台当た り

の 利用額は ナイ ジ ュ リアな どの ア フ リカ諸国が多 く米国を しの ぐ （共同利用する為） 。 全体の 産業

規模は lO年に は 数百兆円に 。 電話塔の 建設急 増 ： 住民 の 許可 な し建設 で反対運動が続発 し建設断念

　も （欧米 ・日本） 。
ニ

ュ

ー
ヨ
ー

ク州サ ン ・ジ ョ ァ 島郡 で 「塔は私有地か ら 500フ ィ
ー

ト （15Dm）以
上 離せ 」条例 （1997） 。

モ トロ
ー

ラ社 「携帯塔は 50m 以上民家か ら離せ 」 との社内指針 。 隠 しア ン

テナが米 で大流行 ： 模型岩の 中、教会の塔 、森の 木型 、サ ボテ ン 型 な ども含め現在 13万塔に な っ て

い る 。 デーズニ
ー

がキ ャ ラクタ
ー ・グ ッ ズ の 宣伝利用をク リス マ ス 商戦直前 に 禁止 （00．11）。米

会計検査院が報告書 （Ol．5）で 「安全性は未確立 、政府は研究支援を 、使用者に情報を提供せ よ」 。

英国 ・独立専門家グル ープが ス チ ュ ワ
ー

ト報告書を英議会へ 提出し （00，5） 「子供の 使用に警告」

　 「安全証拠が不十分な の で 研究推進を」 「SAR 値の表 示」　「携 帯電話塔周辺 に誹除区域の設定 を」

な どを勧告 しだ 。 携帯電話塔か ら500m以 内を対象に 小児ガ ンの 疫学研究を開始 した （英 ・独 D3） 。

　日本で も送 電線 ・通 信塔に 対する住民 の 反対運動が激化 してきた 。 八王 子
・金沢 で は携帯電話塔建

設中止 。 静岡で は完成 した携帯電話タ ワ
ーを撤去 。 神奈川 ・京都 の 小学校周辺 な どの PHS ア ン テ

　ナ撤去 （98、99） 。 自治 体 が 歯止 め ：大 分県湯布 院町 ： 条 令 （町との 協議 事項 に 99．10） 、東京都

　羽村市 、 盛岡市 も 。 福岡県三 潴町 ：議会の 決議（99，12）あ る も、企業が訴訟 （02） 。 「国立市 開発
行為等指導要項」に 「電磁波等 を発生す るもの 」が含まれる （01．5。1） 。 欧米に 比べ て 大幅の遅れ 。

〔b 】電磁波 問題 を巡 る今 後 の 動 向

　 ケネ デ ィ 大統領の 教書 「消費者の権利憲章」 （環境法に も条文） ： 「安 全であ る権利」 「知らさ

れる権利」 「選択 で きる権利」 「意見を反映 され る権利」が重要である 。 日本は取 り入れ て い な い
。

EPA は lo
一日

以 上 の 危 険性 に 関 して は法 的 に 規 制 （85年 か ら 。 原発事故 ・農薬 ・食 品添 加物な ど、

電磁 波 （場 ） は大 体 10 『5
程度 と予想 か ？） し始め 、電磁波 も問題 とな る 。 日本 で も最近 に な っ て

リス ク評価に 取 り組み始めたが 、電磁波問題 は無視か ？オ ラ ンダの 報告 （Q2．4）で 「汚染 と集団疾

病」 の 順位  土壌  大気   室 内環境   電磁場   水   騒音な ど 。 電磁波対策な し で は 電気製 品 は売れ

な くな りつ つ ある が 、逆に 日本で は 「オ ール 電化」推進 キ ャ ン ペ ー
ン が 盛 ん で あ る 。 危 険と利益の

バ ラ ン スを どう考え るか が課 題 で ある 。環境省 ・厚労省 ・産経省 ・総務省 ・文科 省 な どの 間 に 連絡

会議を設置 し （96．7）、WHO へ 参加 して疫学研究を実施 した 。 国立環境 研の兜博士が 中心となる 。

WHO の 下部組織 工ARC （国際ガ ン 研 究機構 ）が 「4mG以 上で小 児白血病は 2倍に 、3mG以上 で は

1．7 倍に 増加」 と し、WHO も 「2B ： ガ ン の 可能性あり」 と評価 し、各国に 「予 防策 」 を要請 （朝

日新聞 Ol．11．5 ） 。 「2B」 に は 、他に 「ク ロ ロ ホ ル ム 、コ ーヒ 、ス チ レ ン 、ガ ソ リ ン 廃ガ ス 」 な ど

が含 まれる 。 英国 の 放射線 防護局 NRPBの 小委員会 （Ol．12） も 「ア ル ッ ハ イ マ
ー

病 」 「ALS 症

　（筋萎縮性側 索硬化症 〉」 が増 加 と報告 した 。 前者 は 「2B ： 可能性 が あ る」 、 後者は 「2A ：可能性

が高い 」 の 分類報告 もある （02） 。 日本で 実施中の 小児ガ ン の疫学研究 もWHO を支持 （サ ン デー

毎 日 03．7．20号） した が 、文科省が その 研究に 「最低評価」を下 した （朝 日新聞 03．2．6＞ 。 「暮 ら

　しの 手帳」が ガ ス レ ン ジ を支持 し、電磁調理 器を批判 し て話題に な る （03．2／3月号 、3／4月号 ） 。
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7，環境闘題と予防原則
［a 】 20 世紀 の 環境思想

　 20世紀 に 問題 と な ・ た 噛 悪化は ・ 2泄 紀 に おい て 祉 類に 取 。 撮 大の 課題 の ＿つ であ る こ と

搬〜亳謹 纛 篠 鬻 魏 電毳率禦鸚彎襲難 鴦厩 罐灘 写ミξ
灘 享こ5瓢 畢韆 畿 碆臨 藁評響

貝

掩鬣綴 ら鷲 夏野
〔b 〕電磁 波 問題 と 「慎重 な る 回 避 J
　　危険性が確定 した 場合な どで は 、 「リス ク評価」 に よ っ て条件を決め る方法が 可能 とな り、そ の

結果 として 、自然放射線に対 しては バ
ッ ク グラウ ン ド並以下の規制が実施され て い る 。電磁波はど

　うするかが 問題 に な る 。 89年 、 米国
’
議会 ・技術評価局 か ら 、 「電力周 波数 電磁 場の 生物影響」 報告

書が発表 された 。 カ
ー

ネ ギ ・メ ロ ン 大学 の モ ル ガ ン教授 らに よ る報告 で 、 rリス ク管理 の 方法」 と

　して 、 「
」
「真重 な る 回 避」政策が 提言 さ れ た

。
「説明可 能な リス クの 存在が無 くて も 、 被曝を低減す

　る 為の 容易に 達 成 で き る コ ス トの 低 い方法」 の 提言 で 、そ の 言葉か ら、 「出来 る限 り慎重に 」 「安

　全で ある こ とが確認されるまで 回避」 とい う意味に も解釈 され 、 民家近 くの 高圧送電線建設は事実

　上不 可 能 に な っ た 。 そ の 延 長上 で以前か らあ っ た 「予防的アプ ロ
ー

チ」　 「予 防策」か らの 「予 防原

則」思想とが一緒に な っ て 広が っ て い る 。 WHQ 共催 の 電磁 波問題の 「予防原 則 の 適応 に 関する 国

際会議 」　（03．2末 ） で 「予防原則を採択す る 」 こ とが 決議 され た が 、そ の 後 の WHO の 対応 に は あ

　い ま い さが あ り （局長 が 交代 した た め か ？政 治的 駆 け 引き か ？ ）今後 の 進 展 に 関 心 が 集 ま っ て い る 。

【C 】　「予防原則」思想 と 「電磁波問題」

　　「予防原則 （Precautionary　Principle）」 とは 、 「科学的に 不確実性が大きな場合の リス クに

対応す るため 」の 原則 で あ り、 「危 険性が十分に 証明され て い な くて も、引 き起 こ され る結 果が 、

取 り返 しが つ か な くな るような場合 に 、予防的処 置 と して対応す る」考え方であ る 。 1970年 代 に 進

展 して きた思想で ある 。 ドイ ツ は 「大気汚染法」　（74）の 中に 、

「M 心 （予防） 原則」 を盛 り込み

　「危 険性は早 く検知 され るべ き で あ り、そ の ため の 研 究が重要で あ る 」 「後戻 り出来な い 事が懸念

される時は 、完全な理解がな くて も行動すべ きで ある」 「そ の 場 合は 、損窖証明 は要求 されな い 」

　「政府はよ り安全な方法や技術の発展に貢献 しなければな らない 」 とい う考えで ある 。そ の 英語訳

が 「予防原則」で あ り、92年の ブラ ジル の 「地球環境サ ミッ ト」 の 宣言に も盛 り込 まれ た 。 00年 2
月 、EU 委員会は 「環境問題に関 して は予防原則を基本とする 」 こ とを決定 した 。 「危険性が証明

され るま で は 安全だ」 と考え るの で はな く、 「危険な可能性があ る時は 、安全性 の 立証 され るまで

出来る限 り予 防原則で 対処 しよう」 との 考え方が EU を 中心 と して 広が り始め て い る 。 そ の 対象と

な る環境 問題 の
一

つ に 「電磁波問題 」が あ り、EU 諸 国を 中心 と して規制 の 強化 が図 られ始めて い

る 。 もうすで に 、人類は 電磁 波被曝をゼ ロ に は 出来な い の で あ り、電磁波 と共存 しなが らどの よう

に 生 きて 行 くか が い ま問われ て い る 。
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